
▲▲定期大会の様子

▲▲住宅対策分科会にて議長を務める池上副会長

▲▲田畑衆議院会館事務所にて秘書に
要請書を手渡し

▲▲野上参議院会館事務所にて要請書
の手渡し

▲▲開催挨拶する松田会長

今
年
度
の
全
建
総
連
定
期
大
会
は
、

10
月
17
日（
水
）～
19
日（
金
）、
岐
阜

市
「
長
良
川
国
際
会
議
場
」
を
主
会

場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
全
国
か
ら

53
県
連
、
組
合
か
ら
1
，５
４
４
人

が
結
集
し
盛
大
に
開
催
さ
れ
、
富
山

県
連
か
ら
は
松
田
県
連
会
長
は
じ
め

役
職
員
7
名
、
国
保
か
ら
は
丸
田
理

事
長
ら
3
名
が
参
加
し
た
。

11
月
20
日（
火
）午
後
12
時
30
分

よ
り
、
東
京
・
日
比
谷
公
園
大
音
楽

堂
に
て
、「
全
建
総
連
11
・
20
賃

金
・
単
価
引
き
上
げ
・
予
算
要
求
中

央
総
決
起
大
会
」
が
、
全
国
50
県

連
・
組
合
３
，７
６
０
人
の
参
加
者

で
埋
め
尽
く
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

吉
田
三
男
中
央
執
行
委
員
長
に
よ

る
主
催
者
挨
拶
、
勝
野
書
記
長
の
基

調
報
告
が
あ
り
、
建
設
国
保
の
育
成

強
化
な
ど
の
諸
要
求
を
、
駆
け
つ
け

た
衆
参
（
代
理
含
む
）
の
国
会
議
員

今
秋 

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
々

富
山
県
国
保
団
体
連
合
会
功
労
者
表
彰 

 

浅
地

　義
則 

氏
（
富
山
支
部
）

富
山
県
建
築
文
化
賞
（
建
築
功
労
賞
） 

 

根
塚
三
起
生 

氏
（
富
山
支
部
）

富
山
県
職
業
能
力
開
発
協
会
表
彰 

す
ぐ
れ
た
技
能
者
表
彰 

高
島

　博
志 

氏
（
魚
津
支
部
）

　
　
　〃 

四
日

　光
則 

氏
（
西
高
岡
支
部
）

伝
統
的
技
能
者
表
彰 

杉
原

　賢
磁 

氏
（
福
野
支
部
）

富
山
県
技
能
士
会
連
合
会
会
長
表
彰 

 

高
野

　
　博 

氏
（
福
光
支
部
）

　
　
　〃 

城

　
　良
則 

氏
（
魚
津
支
部
）

と
や
ま
の
名
匠
表
彰 

城

　
　良
則 

氏
（
魚
津
支
部
）

富
山
市
技
能
勤
労
者
表
彰 

稗
苗

　良
二 

氏
（
富
山
支
部
）

射
水
市
技
能
勤
労
者
表
彰 

南

　
　勝
久 

氏
（
新
湊
支
部
）

　
　
　〃 

小
松

　
　昇 

氏
（
射
水
支
部
）

小
矢
部
市
技
能
者
表
彰 

山
田

　誓
二 

氏
（
小
矢
部
支
部
）

大
会
は
定
刻
に
始
ま
り
、
吉
田
中

央
執
行
委
員
長
は
、
開
会
挨
拶
で

「
組
織
拡
大
、
強
化
の
力
で
賃
金
、

単
価
引
き
上
げ
を
勝
ち
取
り
、
魅
力

あ
る
建
設
産
業
に
し
よ
う
」
と
今
年

度
の
取
組
み
姿
勢
を
表
明
し
た
。

そ
の
後
、
地
元
、
各
政
党
の
来
賓

祝
辞
に
続
き
大
会
役
員
を
選
出
。
全

体
会
に
移
り
、
執
行
部
よ
り
58
期
の

全 建 総 連

第59回 定期大会を開催

経
過
報
告
、
決
算
報
告
、
会
計
監
査

報
告
、
59
期
の
運
動
方
針
、
予
算
案

が
提
案
さ
れ
、
白
熱
し
た
質
疑
応
答

が
な
さ
れ
た
。 

大
会
2
日
目
は
、
専
門
部
ご
と
に

10
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
議
案
に
つ

い
て
討
議
さ
れ
、
本
県
か
ら
は
、
社

会
保
障
分
科
会
な
ど
7
分
科
会
に
分

か
れ
、
住
宅
対
策
部
会
で
は
池
上
副

会
長
が
議
長
を
務
め
討
議
の
と
り
ま

と
め
役
を
果
た
し
た
。

最
終
日
の
全
体
会
は
、
前
日
の
各

分
科
会
の
協
議
さ
れ
た
結
果
に
つ
い

て
住
宅
対
策
部
会
議
長
の
池
上
副
会

長
ら
代
表
が
報
告
し
、
そ
の
後
59
期

の
運
動
方
針
、
予
算
案
が
承
認
さ
れ

た
。
ま
た
59
期
に
向
け
た
役
員
改
選

が
行
わ
れ
松
田
県
連
会
長
が
中
央
執

行
委
員
と
し
て
再
任
さ
れ
た
。

＝ 魅力ある建設産業にしよう ＝

国
保
組
合
予
算
要
求

中
央
総
決
起
大
会

第
3
回
支
部
長
会
を
開
催

―
次
年
度
事
業
計
画
等
に
つ
い
て
協
議
―

12
月
7
日（
金
）午
後
2
時
15
分

よ
り
県
連
会
館
大
会
議
室
に
お
い
て
、

今
年
度
最
後
と
な
る
第
3
回
支
部
長

会
が
開
催
さ
れ
た
。

会
議
冒
頭
に
松
田
会
長
は
、「
今

年
度
は
、
青
年
部
の
「
職
人
ま
つ
り
」

な
ど
新
た
な
取
組
み
の
一
方
で
、
18
年

余
り
活
動
を
行
っ
て
き
た
レ
デ
ィ
ー

ス
部
会
の
今
年
度
末
解
散
決
定
な
ど

県
連
と
し
て
変
動
の
年
と
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
11
月
の

各
委
員
会
全
体
会
に
お
い
て
次
年
度

の
事
業
計
画
な
ど
を
中
心
と
し
て
検

討
頂
い
た
内
容
に
つ
い
て
慎
重
・
審

議
を
頂
き
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
お

願
い
し
た
い
。」
と
挨
拶
し
た
。

会
議
は
高
岡
地
協
中
田
支
部
高

田
支
部
長
を
議
長
と
し
て
40
名
の
支

部
長
出
席
の
下
開
催
さ
れ
、

⑴
平
成
30
年
度
各
委
員
会
事
業
経
過

報
告
・
中
間
決
算
報
告

⑵
平
成
31
年
度
各
委
員
会
事
業
計

画
・
収
支
予
算
（
案
）

に
つ
い
て
報
告
・
協
議
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
12
月
21

日
開
催
の
下
期
評
議
委
員
会
に
諮
っ

た
後
、
来
年
2
月
5
日
開
催
予
定
の

定
期
総
会
に
お
い
て
議
案
と
し
て
提

出
さ
れ
、
最
終
審
議
が
な
さ
れ
る
運

び
と
な
っ
て
い
る
。

に
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
交
渉
団
に
よ

る
財
務
・
厚
労
・
国
交
・
国
税
の
各

省
庁
へ
の
要
請
を
行
い
、
大
会
終
了

後
は
東
京
駅
ま
で
の
デ
モ
行
進
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

本
県
か
ら
、
県
連
は
松
田
会
長
、

本
居
事
務
局
長
、
国
保
は
丸
田
理
事

長
、
山
本
常
務
理
事
、
山
本
事
務
局

長
が
参
加
し
、
総
決
起
大
会
の
あ
と

地
元
国
会
議
員
要
請
行
動
と
し
て
、

自
由
民
主
党
厚
生
労
働
部
会
部
会
長

代
理
の
田
畑
裕
明
衆
議
院
議
員
、
内

閣
官
房
副
長
官
野
上
浩
太
郎
参
議
院

議
員
の
各
議
員
会
館
事
務
所
へ
出
向

き
、
田
畑
事
務
所
で
は
河
原
秘
書
と
、

野
上
事
務
所
で
は
鈴
木
秘
書
と
面
談

し
、
建
設
業
の
現
状
に
つ
い
て
、
ま

た
、
国
保
組
合
の
来
年
度
予
算
確
保

に
向
け
た
要
請
を
行
い
ま
し
た
。
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▲▶
は
ば
た
け
未
来
職
人
…

富
山
工
業
高
校
建
築
工
学
科
の
生

徒
さ
ん
と
各
青
年
部
の
皆
さ
ん

▲▲小屋組み材料のほぞ穴…▲
のみを持つ格好も様になっ
ている

▲▶男子も顔負け▲
の釘打ち

▲▲県産材を使って
作られた遊具

元善光寺にて

▲▲木曽木材会館にて

▲▲◀古民家再生で移築した民家
（上）と、総ケヤキの梁が美しい
居間（左）

▲▲長浜鉄道文化館内の
天井のようす

舟橋村子育て支援センター

今秋資格を取得された方へ
資格取得報奨金の申請を‼

平成30年4月1日以降に資格を取得された方が対象です。
支給金額は資格により以下の3区分になります。

●3,000円コース
●6,000円コース
●10,000円コース

※▲対象となる資格、申請方法等、詳しくは県連ホームページ
でご確認ください。

い
た
の
で
、
父
だ
け
で

な
く
通
い
の
大
工
た
ち

か
ら
も
教
わ
っ
た
。

Ｑ　

修
業
は
厳
し
か
っ

た
か
？

Ａ　

厳
し
か
っ
た
と
思

う
。
休
み
も
な
か
っ
た
。
特
に
日
曜

日
と
な
る
と
建
前
の
予
定
が
多
か
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
休
め
な
か
っ
た
。

Ｑ　

今
ま
で
手
が
け
た
仕
事
で
印
象

に
残
っ
て
い
る
の
は
？

Ａ　

古
民
家
再
生
で
移
築
し
た
住
宅
。

築
60
年
ほ
ど
の
民
家
で
、
総
ケ
ヤ
キ

の
立
派
な
梁
が
特
徴
の
家
だ
っ
た
。

そ
の
梁
を
生
か
し
て
、
天
井
の
高
い

開
放
感
あ
ふ
れ
る
居
間
に
仕
上
が
っ

た
。あ

と
は
、
滋
賀
県
長
浜
市
に
あ
る

「
長
浜
鉄
道
文
化
館
」
内
の
天
井
用

木
材
の
加
工
作
業
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
を
模
し
た
木
造
の

ア
ー
チ
作
り
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が

（
写
真
参
照
）、
そ
の
ア
ー
チ
部
分
の

杉
の
木
の
手
刻
み
を
頼
ま
れ
た
。
プ

レ
カ
ッ
ト
で
は
加
工
で
き
な
い
複
雑

な
形
で
数
も
多
く
、
時
間
が
か
か
っ

て
大
変
だ
っ
た
が
、
珍
し
い
仕
事
ゆ

え
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

Ｑ　

大
工
以
外
で
の
活
動
は
？

Ａ　

地
域
振
興
の
一
環
で
平
成
６
年

に
「
越
中
舟
橋
ば
ん
ど
り
太
鼓
振
興

会
」
を
結
成
し
、
活
動
し
て
い
る
。

「
ば
ん
ど
り
太
鼓
」
の
名
は
、
明
治

２
年
に
舟
橋
村
で
起
き
た
「
ば
ん
ど

り
騒
動
」
か
ら
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。

年
貢
の
重
圧
や
凶
作
に
苦
し
ん
で
い

た
農
民
た
ち
が
、
ば
ん
ど
り
と
呼
ば

れ
る
「
み
の
」
を
身
に
ま
と
い
起
こ

し
た
一
揆
の
こ
と
で
、
凶
作
が
再
び

起
こ
ら
ぬ
よ
う
五
穀
豊
穣
を
祈
願
す

る
と
と
も
に
、「
ば
ん
ど
り
騒
動
」

に
見
ら
れ
る
農
民
の
忍
耐
強
さ
や
正

義
感
を
表
現
し
て
い
る
。
主
に
舟
橋

ま
つ
り
、
成
人
式
や
結
婚
式
な
ど
で

演
奏
す
る
ほ
か
、
先
日
開
催
さ
れ
た

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
で
も
演
奏
を
披
露

し
た
。

Ｑ　

最
後
に
、
若
い
大
工
に
一
言
お

願
い
し
ま
す
。

Ａ　

地
域
と
の
つ
な
が
り
や
住
民
の

と
や
ま
古
民
家
伝
統
情
報
バ
ン
ク

秋
の
視
察
研
修
会
レ
ポ
ー
ト

～
木
曽
路
は
古
民
家
の
宝
庫
～

Ｑ　

大
工
の
道
を
志
し
た
の
は
？

Ａ　

祖
父
の
代
か
ら
大
工
の
家
系

だ
っ
た
の
で
、
自
分
も
大
工
に
な
っ

て
家
を
継
ぐ
の
は
当
た
り
前
だ
と
考

え
て
い
た
。
も
と
も
と
、
も
の
づ
く

り
が
好
き
だ
っ
た
し
、
夏
休
み
に
は

小
遣
い
稼
ぎ
に
家
業
の
手
伝
い
も
し

て
い
た
が
、
本
格
的
に
始
め
た
の
は

高
校
卒
業
後
の
18
歳
か
ら
。
父
の
も

と
で
修
業
を
始
め
た
が
、
当
時
6
～

7
人
の
大
工
が
う
ち
に
働
き
に
来
て

方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
て
、

も
の
づ
く
り
を
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。

私
自
身
、
村
の
人
が
困
っ
て
い
た
り
、

壊
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
言
わ
れ
れ

ば
、
す
ぐ
に
か
け
つ
け
て
対
応
す
る

よ
う
に
心
が
け
て
お
り
、
大
工
と
い

う
よ
り
い
わ
ば
『
村
の
家
の
ド
ク

タ
ー
』
だ
と
自
認
し
て
い
る
。
活
動

範
囲
は
狭
い
が
、
遠
く
に
行
っ
て
仕

事
す
る
移
動
時
間
を
考
え
た
ら
、
そ

の
分
を
地
元
の
住
民
の
方
々
の
た
め

に
使
い
た
い
。
村
議
会
議
員
も
務
め

て
い
る
が
、
い
ろ
ん
な
地
元
の
会
合

な
ど
に
も
よ
く
顔
を
出
し
て
人
と
の

付
き
合
い
を
大
事
に
す
る
こ
と
で
、

そ
れ
が
結
果
的
に
自
分
の
仕
事
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

地域とのつながりや
ふれあいを大切に

新川地協　立山支部
吉川 孝弘さん（58歳）

11
月
30
日（
金
）富
山
工
業
高
校

に
て
、
建
築
工
学
科
1
年
生
40
人
を

対
象
に
未
来
授
業
が
開
講
さ
れ
た
。

こ
の
授
業
は
、
将
来
建
築
関
係
の

仕
事
を
希
望
す
る
高
校
生
に
対
し
、

建
築
分
野
7
業
種
に
分
か
れ
て
仕
事

の
流
れ
の
説
明
や
実
技
体
験
を
し
て

も
ら
い
、
将
来
の
方
向
性
に
つ
い
て

よ
り
具
体
的
に
考
え
て
も
ら
お
う
と
、

県
建
築
士
会
青
年
部
が
同
高
校
に
提

案
し
実
現
し
た
も
の
。
こ
こ
に
い
た

る
背
景
に
は
、
今
年
9
月
に
開
催
さ

れ
た
「
富
山
の
職
人
ま
つ
り
」
を
通

じ
て
各
分
野
（
建
築
大
工
、
瓦
、
左

官
、
板
金
、
建
具
、
イ
ン
テ
リ
ア
、

建
築
士
）
の
青
年
部
同
士
の
交
流
、

結
束
が
強
ま
っ
た
成
果
が
次
の
ス

テ
ッ
プ
と
な
っ
て
具
体
的
な
形
と
し

て
現
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
る
。

建
築
大
工
部
門
で
は
、
7
名
（
男

子
4
名
、
女
子
3
名
）
が
受
講
し
、

古
城
青
年
部
議
長
ほ
か
5
名
の
青
年

部
員
が
ほ
ぼ
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で
小
屋

組
み
の
ミ
ニ
版
製
作
の
指
導
に
あ

た
っ
た
。
受
講
し
た
生
徒
は
、「
ま

だ
1
年
生
な
の
で
実
習
的
な
こ
と
は

や
っ
て
い
な
い
が
、
第
一
線
で
活
躍

す
る
大
工
さ
ん
か
ら
直
接
教
え
て
も

ら
い
、
と
て
も
楽
し
い
授
業
だ
っ

た
」
と
目
を
輝
か
せ
て
感
想
を
語
っ

て
く
れ
た
。

分
野
別
実
習
後
の
全
体
意
見
交
換

会
で
は
、
大
工
さ
ん
チ
ー
ム
に
対
し
、

「
大
工
に
な
っ
た
き
っ
か
け
」
や

「
大
工
の
や
り
が
い
」
な
ど
多
く
の

質
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
、
古
城
青
年

部
議
長
は
自
ら
の
体
験
な
ど
ユ
ー
モ

ア
を
交
え
な
が
ら
「
も
の
づ
く
り
」

へ
の
熱
き
想
い
と
や
り
が
い
に
つ
い

て
生
徒
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。
一
方
、

将
来
ど
の
分
野
に
進
み
た
い
か
質
問

し
た
と
こ
ろ
、
40
人
中
約
1
／
3
の

10
月
24
日（
水
）・
25
日（
木
）の
両

日
、
13
名
が
参
加
し
て
長
野
県
木
曽

方
面
の
視
察
研
修
が
実
施
さ
れ
た
。

到
着
早
々
、
天
竜
川
の
川
下
り
へ
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
紅
葉
と
秋
の
涼

や
か
な
風
を
受
け
な
が
ら
、
天
竜
峡

の
絶
景
と
川
下
り
を
楽
し
ん
だ
。

次
に
飯
田
市
の
元
善
光
寺
を
視
察
。

善
光
寺
の
本
家
的
存
在
と
聞
き
、
大

き
な
お
寺
を
想
像
し
て
い
た
が
、
思

い
の
ほ
か
小
さ
か
っ
た
。
し
か
し
そ

の
歴
史
は
古
く
、
約
1
４
０
０
年
前
、

本
田
善よ

し

光み
つ

公
が
阿
弥
陀
如
来
像
を
こ

の
地
に
お
祀
り
し
た
こ
と
が
起
源
と

さ
れ
、
そ
の
後
、
長
野
に
移
さ
れ
て

長
野
善
光
寺
が
建
立
さ
れ
た
と
い
う
。

な
お
、
こ
の
2
つ
の
善
光
寺
、
両
方

と
も
お
参
り
し
な
い
と
「
片
参
り
」

生
徒
か
ら
「
建
築
大
工
」
と
の
頼
も

し
い
答
え
が
返
っ
て
き
た
。
是
非
こ

の
思
い
を
持
ち
続
け
、
一
人
で
も
多

く
建
築
大
工
へ
と
歩
み
を
進
め
る
こ

と
を
切
望
す
る
。

な
お
、
各
分
野
青
年
部
グ
ル
ー
プ

は
、
今
後
こ
の
未
来
授
業
の
取
組
み

を
県
下
す
べ
て
の
建
築
系
高
校
の
生

徒
へ
対
象
を
広
げ
、
建
築
職
人
育
成

の
一
環
に
し
た
い
と
し
て
い
る
。

富
山
工
業
高
校
未
来
授
業
に

青
年
部
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
参
加

「
富
山
の
職
人
ま
つ
り
」が
き
っ
か
け
に

建
築
職
人
の
卵
を
育
む

お 知 ら せ

住宅省エネルギー施工技術講習会申込
　 2019年1月17日（木）　 サンシップとやま
　 ▲県連ホームページから受講申込書をダウンロードい

ただき、FAXで申込みください。
　 県連事務局　FAX▲076-428-8277
※▲講習会は今年度（平成31年3月末）で終了となる場合がありま
す。また、次年度開催された場合でも、県連からの受講料助成は
無く、自己負担となる予定です。

開催日 場所
申込み

申込先

あなたの技を試してみませんか
全建総連全国青年技能競技大会出場者募集

―― 2019大会は石川県で開催予定 ――
　 9月21日（土）～23日（月）
　 石川県金沢市産業展示館

大会出場者を募集します。詳しくは2月に県連ホームページ
に掲載予定です。

開催日
場　所

競技課題の勉強会（4月）、予選会（5月）開催予定（日程未定）

と
な
り
、
2

つ
を
お
参
り

し
て
ご
利
益

が
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
。

二
日
目
は
、

木
曽
木
材
の

市
場
「
木
曽

官
材
市
売
協
同
組
合
」
を
視
察
。
木

曽
桧
を
中
心
に
原
木
か
ら
製
材
品
ま

で
取
扱
わ
れ
、
原
木
等
は
月
1
回
の

セ
リ
に
て
取
引
さ
れ
て
い
る
。
製
材

品
倉
庫
に
案
内
さ
れ
た
一
行
は
、
さ

す
が
日
頃
木
材
に
接
し
て
い
る
だ
け

に
大
工
モ
ー
ド
に
ス
イ
ッ
チ
オ
ン
。

色
、
艶
、
木
目
の
細
や
か
さ
や
流
れ

な
ど
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
、
互
い
に

材
料
の
品
評
を
行
っ
て
い
た
。

最
後
は
、
江
戸
時
代
に
中
山
道
の

宿
場
町
と
し
て
栄
え
た
妻
籠
宿
、
馬

籠
宿
へ
。
い
ず
れ
も
古
い
町
並
み
が

保
存
さ
れ
、
江
戸
時
代
に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
な
感
覚
に
。

妻
籠
宿
は
、
江
戸
時
代
か
ら
の
建
屋

が
多
く
保
存
さ
れ
、
今
で
も
か
つ
て

の
宿
の
屋
号
が
掲
げ
ら
れ
る
な
ど
、

宿
場
の
名
残
を
今
に
伝
え
て
い
る
。

ま
た
馬
籠
宿
は
、
峠
を
越
え
た
旅
人

が
す
ぐ
に
休
息
を
取
り
た
か
っ
た
の

か
息
切
れ
す
る
ほ
ど
の
傾
斜
地
に
位

置
し
て
お
り
、
年
配
者
の
多
い
我
が

一
行
は
、
下
り
の
み
の
町
並
み
散
策

を
楽
し
ん
だ
。

今
回
の
研
修
会
は
忙
し
い
行
程
で

あ
っ
た
が
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
秋

の
木
曽
路
を
満
喫
し
た
旅
で
あ
っ
た
。

まだ
間に合う

手続き
は簡単
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投
稿
記
事
を
大
募
集
！

親
し
ま
れ
る
紙
面
作
り
を
目
指
し
て
、

会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
記
事
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

写
真
（
ペ
ッ
ト
・
孫
・
風
景
・
作
品

な
ど
）、
趣
味
紹
介
、
地
域
自
慢

な
ど
何
で
も
Ｏ
Ｋ
。

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

▲▲浅地義則理事

▲▲解散にあたって挨拶を述べ
る小澤初代会長

▲▶
講
習
会
に
参
加
し
た
レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
員

の
皆
さ
ん

▲▲シャボンフラワーアレンジメント研修
富山地協　八尾支部
青年部長　西野　渉

高
岡
地
協

　新
湊
支
部

レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
会
長

　宮
本 

敦
子

レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
の
最
後
の
講
習

会
＆
交
流
会
は
、
11
月
14
日（
水
）

呉
羽
ハ
イ
ツ
に
お
い
て
34
名
の
会
員

が
集
ま
り
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
ま

ず
、
健
康
講
習
会
で
は
、「
口
腔
ケ

ア
に
つ
い
て
」
エ
イ
ア
イ
・
ヘ
ル
ス

の
4
人
の
講
師
さ
ん
に
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
を
使
っ
て
歯
科
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い

ま
し
た
。
歯
を
磨
く
時
は
2
本
ず
つ

一
丁
締
め
で

活
動
に
終
止
符

仲
間
は
大
切
に
！

私
が
県
青
協
幹
部
役
員
を
務
め
は

じ
め
て
２
期
４
年
に
な
り
ま
す
。
２

10
分
ほ
ど
か
け
て
磨
く
こ
と
と
、
朝

起
き
た
ら
す
ぐ
磨
く
こ
と
な
ど
、
歯

は
私
た
ち
の
健
康
に
と
っ
て
と
て
も

大
切
な
の
で
今
日
か
ら
実
行
し
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

次
は
、「
葉
っ
ぱ
の
た
ね
さ
ん
」

の
講
師
に
よ
る
「
シ
ャ
ボ
ン
フ
ラ

ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
」
で
す
。
皆
さ
ん
可

愛
く
仕
上
が
っ
て
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

講
習
会
終
了
後
の
交
流
会
で
は
、

松
田
県
連
会
長
よ
り
歴
代
の
会
長
4

名
に
感
謝
状
と
記
念
品
を
い
た
だ
き

ま
し
て
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
交
流
会
は
、
お
い
し
い

料
理
と
飲
み
物
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

思
い
出
話
で
盛
り
上
が
っ
た
り
、
カ

ラ
オ
ケ
・
ダ
ン
ス
な
ど
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
の
よ
う
に
一
同
に
会
し
て
の

講
習
会
、
交
流
会
も
残
念
な
が
ら
こ

れ
が
最
後
と
思
う
と
感
慨
も
ひ
と
し

お
で
す
。
交
流
会
最
後
に
は
初
代
会

期
目
か
ら
は
富
山
地
協
青
年
部
の
地

区
委
員
長
も
務
め
て
い
ま
す
。

今
年
９
月
に
は
新
し
い
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
富
山
市
で
「
職
人
フ
ェ
ス

タ
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
建
築

組
合
だ
け
で
な
く
、
瓦
、
板
金
等
の

他
業
種
の
方
々
と
一
緒
に
活
動
し
ま

し
た
。
新
事
業
と
い
う
こ
と
で
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
ば
か
り
で
戸
惑
い
ま

し
た
が
、
た
く
さ
ん
の
方
々
か
ら
の

ご
協
力
も
あ
っ
て
、
無
事
に
終
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
現
在
、
ど
の
組
合
・
団
体
も
担

い
手
不
足
が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
新
事
業
を
開
催

し
た
の
も
、
様
々
な
方
に
興
味
を

も
っ
て
も
ら
い
、
新
た
な
仲
間
づ
く

り
を
し
て
、
こ
の
業
界
を
よ
り
良
く

で
き
た
ら
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
た
か
ら
で
す
。

諸
先
輩
方
か
ら
受
け
継
い
だ
様
々

な
事
柄
を
、
今
の
状
況
に
う
ま
く
合

わ
せ
る
よ
う
変
化
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
、
青
年
部
に
求
め
ら
れ
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
現
場
等

で
の
挨
拶
、
声
掛
け
か
ら
仲
間
を
増

や
し
、
色
ん
な
情
報
を
共
有
す
る
こ

と
で
日
頃
の
仕
事
や
生
活
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
か
ら
少
し
ず
つ
行
動
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
日
頃
か
ら

様
々
な
事
業
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
任
期
は

残
り
僅
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
青
年

部
の
皆
様
と
一
緒
に
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

仲
間
は
大
切
に
。

平成31年度は、
国保組合員の
「資格確認」
を行う年です。
※▲確定申告時には、
税務署の収受印を
忘れずにもらってお
いてください。

法令遵守（コンプライアンス）実践計画について
富山県建設国保組合法令遵守実践計画に基づく、平成 30 年度のコンプライア

ンスに関する体制を決定しましたので報告いたします。
・法令遵守担当理事▲ 山本光雄常務理事
・情報セキュリティ責任者▲ 山本芳晴事務局長
・情報セキュリテイ管理者▲ 水橋有美給付係長
・機密文書管理統括責任者▲ 山本芳晴事務局長
・機密文書管理責任者▲ 水橋有美給付係長

また、10 月からの人事異動に伴い各業務に対して副務者を設けて複数管理に
よる点検業務体制といたしました。

長
の
小
澤
睦
子
さ
ん
に
よ
る
「
一
丁

締
め
」
で
無
事
終
わ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

レ
デ
ィ
ー
ス
部
会
は
、
平
成
11
年

9
月
に
発
足
し
て
以
来
18
年
2
ヶ
月

に
渡
り
富
山
県
建
築
組
合
連
合
会
の

た
め
に
組
合
員
の
奥
様
方
が
い
ろ
い

ろ
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、
12
月
末

で
解
散
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

県
連
・
国
保
の
役
員
・
組
合
員
の

皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

「大工さんに出会う日」募金を善意銀行に寄贈
11 月 15 日、古城青年部協議会議長が富山県善意銀行を訪
れ、8月 19 日に県下 13 会場で開催した「大工さんに出会う
日」の募金活動により集められた75,888 円を寄贈した。
善意銀行の長原事務局長は、「このお金は、県内の恵まれな

い子供達、老人福祉支援などに大切に使わせていただきます」
と感謝の意を述べられた。募金いただいた参加者や組合員の
皆さん、ありがとうございました。

●
物
故
会
員
名

（
平
成
30
年
9
月
26
日
～
12
月
13
日
）

支

　部

氏

　名

年
齢

八

尾

滝
本

　長
作

73
歳

入

善

中
易

　松
拡

74
歳

西
高
岡

竹
田

　春
美

70
歳

以
上
3
名

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。

国
保
組
合
に
対
す
る
国
庫
補
助
の

現
行
水
準
確
保
を
求
め
る
“
ハ
ガ
キ

要
請
行
動
”
を
今
秋
も
全
国
と
共
に

組
合
員
一
人
2
枚
運
動
で
取
り
組
ん

だ
結
果
、
集
ま
っ
た
計
7
，８
０
８

枚
を
11
月
22

日
に
厚
労
省

と
財
務
省
に

向
け
て
投
函

し
ま
し
た
。

ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
当
国
保
組
合
の
浅
地

義
則
理
事
が
、
富
山
県
国
民
健
康
保

険
団
体
連
合
会
よ
り
平
成
30
年
度
国

保
事
業
功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

平
成
31
年
度
予
算
確
保

ハ
ガ
キ
要
請
行
動

富
山
県
国
保
団
体
連
合
会

功
労
者
表
彰

全
建
総
連
第
59
回
定
期
大
会
が
、

10
月
17
日（
水
）か
ら
3
日
間
の
日
程

で
、
岐
阜
市
「
長
良
川
国
際
会
議

場
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
社
会
保

障
対
策
分
科
会
は
大
会
2
日
目
に
開

催
さ
れ
、
代
議
員
な
ど
県
連
・
組
合

49
組
織
205
名
が
参
加
し
、
松
尾
社
保

対
部
長
か
ら
の
議
案
提
案
を
経
て
、

情
勢
・
運
動
方
針
に
つ
い
て
の
活
発

な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
特
別
報

告
と
し
て
、
徳
島
建
労
か
ら
「
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
取
り
組

み
」、
神
奈
川
県
連
か
ら
「
社
会
保

険
未
加
入
対
策
の
取
り
組
み
」
の
体

験
報
告
を
受
け
ま
し
た
。当

国
保
か
ら

は
、
丸
田
理
事

長
、
山
本
常
務

理
事
、
山
本
事

務
局
長
が
参
加

し
ま
し
た
。

全
建
総
連
定
期
大
会・

社
会
保
障
対
策
分
科
会

こんな時は国保へ

●法人事業所を設立するとき
● 個人事業所で5 人以上の従業員を常時雇用するようになっ

たとき
健保適用除外申請手続きが必要なため、設立前に連絡をお願
いします。手続きが遅れると、国保組合に残れない場合があ
ります。
●法人事業所で従業員の雇用があったとき
健保適用除外申請手続きが必要なため、設立前に連絡をお願
いします。
●法人事業所で従業員の退職があったとき
退職後の加入資格の確認のため、事前に連絡をお願いします。

組合員や家族の脱退など異動の届けについては、国民健康保
険法施行規則で、社保等の加入日から14日以内に国保組合に
行うよう義務付けられています。
・▲▲被保険者証は自動的に切り替わりません。脱退の手続きが必
要です。
・▲▲喪失届の提出が遅れ、3カ月を超えた場合は、保険料の返還
は3カ月分のみとなりますのでご注意ください。
・▲▲資格喪失後に国保の被保険者証を使われた場合の医療費等
は返還していただきます。

●  結婚、出産、退職などで国保に加入する家族が増えたとき
●  就職、世帯分離、死亡などで国保加入家族が減ったとき
（高齢受給者証、特定健診受診券も返してください）

●  引っ越しなどで住所が変わったとき
●  結婚などで氏名が変わったとき

事業の形態が変わったときは、事前に連絡を

建設国保への加入、脱退の届けは、速やかに

家族が増えた、家族が減った、引っ越ししたときは
14日以内に届け出を
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優勝した砺波Aチーム

試合風景

新川地協　加積支部
山本 信明

私
が
大
工
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
、

14
歳
の
と
き
叔
母
か
ら
、「
私
の
家

の
近
所
に
腕
の
い
い
大
工
さ
ん
が
お

る
か
ら
、
あ
ん
た
も
大
工
に
な
ら
ん

け
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
で
す
。
学
校

の
先
生
か
ら
は
進
学
を
勧
め
ら
れ
ま

し
た
が
、
あ
ま
り
勉
強
が
好
き
で
は

な
か
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
大
工
の

道
を
選
び
ま
し
た
。

卒
業
し
て
２
日
後
に
は
親
方
の
家

に
住
み
込
み
で
弟
子
入
り
し
ま
し
た
。

寝
起
き
し
て
い
た
の
は
畳
２
畳
の
部

屋
で
、
春
に
は
田
植
え
の
手
伝
い
も

し
ま
し
た
。
昔
は
16
歳
で
軽
四
輪
３６0

㏄
の
免
許
が
取
得
で
き
た
の
で
、
5

月
生
ま
れ
の
私
は
8
月
に
取
得
し
ま

し
た
が
、
そ
の
直
後
、
軽
四
輪
免
許

が
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。
家
に
軽
四

輪
の
ト
ラ
ッ
ク
が
あ
っ
た
の
で
、
そ

れ
に
乗
っ
て
家
か
ら
通
い
ま
し
た
。

親
方
は
耕
耘
機
の
後
ろ
に
台
車
を
付

け
た
も
の
に
乗
っ
て
い
ま
し
た
。
仕

事
の
休
み
は
毎
月
1
日
と
15
日
で
、

友
だ
ち
と
休
み
が
合
わ
な
か
っ
た
た

め
、
一
人
で
ド
ラ
イ
ブ
し
た
り
映
画

を
見
に
行
っ
た
り
し
て
過
ご
し
ま
し

た
。
大
阪
万
博
へ
も
一
人
で
軽
四
に

乗
っ
て
行
き
ま
し
た
。

私
は
農
家
の
生
ま
れ
で
田
や
畑
仕

事
が
好
き
な
の
で
、
苗
を
自
分
で
育

て
た
り
、
き
の
こ
の
栽
培
も
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
山
菜
採
り
や
山
野
草

の
採
集
も
好
き
で
、
家
に
は
シ
ャ
ク ●今回のお父さん

富山地協　八尾支部　西野  渉さん

●タテのキー
②ツボを手や指で押してもらう
③昔の子どもはお正月にこれを回して遊びました
④「Σ」と書くギリシャ文字。数式では総和の記号
⑥ぐっすり寝込んでしまい、その間に何が起こったの

かわかりません
⑦表彰状はこの中に入れて飾りたい
⑨みんなでワイワイお正月の準備。杵と臼を使います
⑪酉（トリ）の市や戎（エビス）市では商売繁盛を願

い豪華な飾りものを買う
⑬1月7日に食べるお粥には何種類の野草が入って

いる？
⑭煮干しのことを西日本ではこう言います
⑮富士山や鷹ならメデタイらしい
⑱タテ9で作ったものを入れたお正月の吸い物
⑲行事や儀式の取り決め
㉑糸のついた玉を空中に投げ、先のとんがった部分

に入れたりする玩具
㉒人と縁を切ることをこれを分かつと言います
㉓右側を糸などで縦にとじた日本風の本
㉔自然科学の基礎研究分野
㉖時代劇などに登場する言葉で、お金のこと
㉘初場所、横綱の土俵○○

●ヨコのキー
①大晦日の夜、そばを食べながら紅白を見ること
⑤渋いものも軒先に吊るしておくと甘く変身
⑧空一面がこれに覆われるとやがて大雨
⑩興行の最終日
⑪お正月にはおろしたての履き物を履きたい
⑫商店や人家が立ち並んでいる市街地
⑯両腕でバランスをとって落ちないように進みます
⑰放水車やハシゴ車、レスキュー隊が一大パフォー

マンス
⑳深夜のこと
㉒「ウグイスの〇〇〇〇〇」
㉕腕が確かなことをこれが入っていると言います
㉗寿司ネタのうちで、鳥の頭に形が似ている魚介類
㉙体を温めることを「○○を取る」と言う
㉚ゆず湯に入ったりカボチャを食べたりする冬の日
㉛ツリーを飾って準備。雪が降るとムードが増す

年の暮れは大忙し

上
市
町
立
宮
川
小
学
校
5
年

西
野 
理
子
さ
ん

上
市
町
立
宮
川
小
学
校
2
年

西
野 

理
乃
さ
ん

解答欄 A B C D E F

私
の
お
父
さ
ん
は
大
工
さ
ん

で
す
。
い
つ
も
朝
早
く
か
ら
夜

お
そ
く
ま
で
お
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
間
ま
で
、
家
を
造
っ

て
い
ま
し
た
。
近
所
だ
っ
た
の

わ
た
し
の
お
と
う
さ
ん
は
、
大
く

さ
ん
で
す
。
い
つ
も
お
し
ご
と
を
し

て
い
ま
す
。
や
す
み
の
ひ
に
は
、
か

ぞ
く
で
お
で
か
け
し
た
り
、
じ
て
ん

し
ゃ
で
あ
そ
ん
だ
り
し
て
く
れ
ま
す
。

お
と
う
さ
ん
は
ま
い
と
し
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
パ
ー
ク
で
あ
る
『
大
く
さ
ん
に

で
あ
う
ひ
』
に
お
し
ご
と
で
い
っ
て

い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、
い
す
や

た
な
を
つ
く
り
に
い
き
ま
す
。
そ
の

と
き
、
お
し
ご
と
を
し
て
い
る
お
と

う
さ
ん
は
、
と
て
も
す
ご
い
と
お
も

い
ま
す
。
こ
の
ま
え
、
え
ほ
ん
の

『
ど
う
ぞ
の
い
す
』
に
で
て
く
る
“
ど

う
ぞ
の
い
す
”
を
木
で
つ
く
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
え
ほ
ん
に
か
い
て
あ
っ

た
い
す
を
つ
く
っ
て
く
れ
て
、

す
ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

お
と
う
さ
ん
の
お
し
ご
と

は
、
と
て
も
す
ご
い
ん
だ
な
ぁ

と
お
も
い
ま
す
。
お
と
う
さ

ん
、
だ
い
す
き
だ
よ
！
こ
れ
か

ら
も
お
し
ご
と
が
ん
ば
っ
て

ね
！

　
　
　
　
　
　
　
　

●先回の解答　ウンドウカイ
●当選者　厳正な抽選の結果、次の5名の方に決定しました。
〈当選者名〉（敬称略）
西尾まさ子（魚津）　　経澤　由樹（富山）
横堀　滉大（射水）　　朽木　俊彦（射水）
飯久保　勉（氷見）

●応募方法　Ａ～Fの文字を順番に並べてできた言葉（解答）と住
所・支部名・氏名・年齢・電話番号を記入の上、下記までお送りくだ
さい。FAXでも受け付けます。５名様（正解者多数の場合は抽選）
に1,000円分の図書券を進呈します。解答と当選者は匠198号
で発表します。

●応募締切日　2019年2月25日（月）消印有効
●送付先
　・〒939-8251　富山市西荒屋25-4▲
　富山県建築組合連合会　クロスワードパズル係

　・FAX：076-428-8277

立
山
A

立
山
B

優勝  砺波A

0 0 0 0

0

0

000

2

2

2

2

2 2 2

2222

1 1

小
矢
部

朝

日

八
尾
B

大
沢
野
A

射

水

砺
波
A

役

員

富

山

砺
波
B

八
尾
A

で
、
た
ま
に
見
に
行
っ

た
り
し
ま
し
た
。
見
に

行
く
た
び
に
完
成
に
近

づ
い
て
い
て
、
と
て
も

す
ご
か
っ
た
で
す
。
た

ま
の
休
み
の
日
に
は
、

公
園
な
ど
で
遊
ん
で
く

れ
た
り
し
ま
す
。
そ
の

時
は
、
妹
や
弟
と
も

い
っ
し
ょ
に
遊
ん
で
く

れ
ま
す
。
お
父
さ
ん
は

大
工
さ
ん
な
の
で
、
作

業
所
で
た
な
や
犬
小
屋

な
ど
も
作
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
毎
年
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
パ
ー
ク
で
あ
る

『
大
工
さ
ん
に
出
会
う

日
』
で
は
、
お
父
さ
ん

が
朝
早
く
か
ら
行
っ
て

準
備
を
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　

い
つ
も
が
ん
ば
っ
て

い
る
お
父
さ
ん
、
こ
れ

か
ら
も
元
気
に
お
仕
事

が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

ナ
ゲ
、
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
、
ザ
ゼ
ン

ソ
ウ
、
サ
サ
ユ
リ
、
ク
マ
ガ
イ
ゾ

ウ
な
ど
い
ろ
い
ろ
植
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
元
気
で
仕
事
や
趣
味
を

楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

次
の
リ
レ
ー
随
筆
は
、
富
山
地

協
富
山
支
部
の
池
上
敏
久
さ
ん
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

10
月
27
日（
土
）富
山
市
八
尾
ア
リ
ー
ナ

体
育
館
に
お
い
て
県
下
18
チ
ー
ム
の
参
加
の

も
と
県
青
年
部
協
議
会
主
催
の
ビ
ー
チ
ボ
ー

ル
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。

若
き
職
人
た
ち
の
熱
気
あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
、

珍
プ
レ
ー
、
好
プ
レ
ー
が
各
コ
ー
ト
で
展
開

さ
れ
、
決
勝
戦
は
砺
波
A
チ
ー
ム
と
朝
日

チ
ー
ム
が
対
戦
、
砺
波
A
チ
ー
ム
が
見
事

栄
冠
に
輝
い
た
。

ビーチボール大会建 青 協

砺波Aチーム
が優勝!!

実施日：10月27日（土）
場　所：▲富山市八尾アリーナ体育館
参加チーム：18チーム

〈成績〉 優勝　砺波Ａチーム
 ２位　朝日チーム
 ３位　八尾Ａチーム
 　　　小矢部チーム

第28回

〈決勝トーナメント〉

弟
子
入
り
時
代
の
思
い
出
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